
前
線
を
伴
っ
た
低
気
圧

が
通
過
し
た
影
響
で
、
18

日(

金)

か
ら

日(

土)

に

19

か
け
て
大
雨
が
降
り
続
き
、

京
田
川
（
三
和
）
が
夜
中

の

日
１
時

分
に
氾
濫

19

40

危
険
水
位
３
・
３
㍍
を
越

え
る
３
・

㍍
、
藤
島
川

55

（
藤
島
）
が
同
３
時

分
10

に
同
４
・
２
㍍
を
越
え
る

４
・

㍍
の
最
高
水
位
と

58

な
り
ま
し
た
。

長
沼
地
区
で
は
藤
島
川

か
ら
の
逆
流
を
防
ぐ
温
泉

の
彦
九
郎
堰
水
門
を
同
４

時
に
閉
じ
、
緊
急
に
国
土

交
通
省
に
依
頼
し
た
排
水

ポ
ン
プ
を
稼
働
し
ま
し
た
。

長
沼
地
区
の
勝
楽
塚
排

水
附
近
の
農
地
は
冠
水
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

温
海
地
域
で
は

日
１

19

時
頃
に
民
家
裏
の
斜
面
が

崩
れ
る
被
害
が
出
ま
し
た
。

市
長
も
夜
通
し
警
戒

市
防
災
安
全
課
で
は
18

日(

金)

７
時

分
に
庁
舎

10

待
機
要
請
を
発
し
、
７
時

分
に
消
防
団
に
警
戒
体

51制
を
要
請
、

時
に
災
害

11

警
戒
本
部
会
議
を
開
き
、

時

分
に
三
和
・
藤
島

16

35

関
根
・
千
原
町
内
会
に
避

難
準
備
、
及
び
高
齢
者
等

避
難
開
始
を
発
令
、
藤
島

活
動
セ
ン
タ
ー
と
東
栄
活

動
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を

開
設
し
ま
し
た
。

気
象
庁
は

時

分
に

17

50

鶴
岡
市
に
大
雨
・
土
砂
災

害
警
報
を
発
令
し
ま
し
た
。

夜
間
も
本
所
と
藤
島
庁

舎
で
は
関
係
職
員
が
待
機

し
、
消
防
団
は
町
内
会
公

民
館
に
待
機
し
、
自
治
振

興
会
長
や
役
員
ら
が
巡
回

を
行
う
な
ど
、
早
朝
ま
で

警
戒
体
制
を
続
け
ま
し
た
。

震
災
発
生
直
後
の
石
巻

市
役
所
で
約

日
間
支
援

50

経
験
が
あ
る
皆
川
治
市
長

は
、
夜
間
を
通
し
朝
ま
で

市
長
室
に
待
機
し
ま
し
た
。

幸
い
川
の
氾
濫
は
な
く
、

避
難
所
へ
の
避
難
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
年
前
の
２
０
１
６
年

８
月

日
～

日
の
台
風

22

23

９
号
に
よ
る
床
上
、
床
下

浸
水
被
害
が
あ
り
、
そ
の

後
の
京
田
川
浚
渫
が
大
き

な
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

長
沼
地
区
の
冠
水
被
害

国
土
交
通
省
の
排
水
ポ
ン

プ
車
（
彦
九
郎
堰
水
門
）

藤
浪
橋
か
ら
北
へ
藤
島
川

2018年５月27日
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長
沼
温
泉｢

ぽ
っ
ぽ
の
湯｣

奮
闘
記

板
垣
久
喜
（
長
沼
上
新
田
）

支
え
て
く
れ
た
諸
団
体

「
ぽ
っ
ぽ
の
湯
」
を
支

え
て
く
れ
た
諸
団
体

①
直
売
所
利
用
組
合

②
業
者
会

③
湯
楽
会

④
ふ
ろ
四
季
ク
ラ
ブ

⑤
周
辺
開
発
推
進
委
員

会
⑥
残
り
く
じ
に
福
あ
り

隊業
者
会

取
引(

納
入)

業
者
か
ら

は
、
先
行
き
心
配
さ
れ
る

会
社
に
手
を
あ
げ
て
出
店
、

納
入
頂
い
た
こ
と
に
は
感

謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
あ

る
。社

員
す
べ
て
素
人
集
団
。

プ
ロ
の
皆
さ
ん
か
ら
指
導
、

指
摘
頂
き
た
い
思
い
で
会

設
立
を
要
請
し
た
。

初
代
会
長
の
Ｉ
さ
ん
の

も
と
、
業
者
会
は
年
２
回

の
総
会
と
研
修
会
を
開
催

し
、
そ
の
都
度
懇
親
の
場

で
い
ろ
ん
な
意
見
、
ご
指

導
を
頂
い
た
。

研
修
会
に
は
会
員
の
中

か
ら
講
師
と
し
て
講
演
頂

き
、
講
師
料
を
格
安
に
し

て
懇
親
会
は
盛
り
上
が
っ

た
。更

に
は
、
創
業
祭
や
ビ

ア
パ
ー
テ
ィ
の
景
品
の
提

供
も
頂
き
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

湯
楽
会
と
ふ
ろ
四
季

ク
ラ
ブ
、
周
辺
開
発

推
進
委
員
会

湯
楽
会
は
特
に
常
連
の

皆
さ
ん
の
集
ま
り
で
あ
る
。

例
会
を
開
い
て
懇
談
し
、

そ
の
場
で
も
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
頂
き
参
考
に
さ
せ

て
頂
い
た
。

ふ
ろ
四
季
ク
ラ
ブ
は
、

県
全
体
の
組
織
で
故
・
佐

藤
武
夫
さ
ん
（
同
級
生
・

三
川
）
が
主
宰
し
、
オ
ー

プ
ン
前
に
も
積
極
的
に
提

案
な
ど
を
頂
い
た
。

日
本
温
泉
協
会
主
催
の

研
修
会
に
も
共
に
参
加
し
、

お
陰
様
で
温
泉
管
理
士
第

６
１
６
号
を
取
得
で
き
、

後
の
施
設
管
理
や
経
営
管

理
に
大
い
に
役
立
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
日

本
温
泉
協
会
幹
部
・
県
温

泉
協
会
Ｙ
専
務
理
事
に
も

何
度
と
な
く
お
出
で
頂
き

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。

マ
ス
コ
ミ
に
も
太
い
パ

イ
プ
が
あ
り
、
大
い
に
宣

伝
し
て
も
ら
い
ス
タ
ー
ト

の
好
成
績
に
繋
が
っ
た
と

思
う
。

周
辺
開
発
推
進
委
員
会

に
は
、
お
友
達
感
覚
で
勝

手
に
い
ろ
い
ろ
お
願
い
し
、

周
辺
整
備
や
管
理
を
し
て

頂
い
た
り
、
苦
し
か
っ
た

頃
の
励
ま
し
や
お
手
伝
い

を
頂
い
た
。

残
り
く
じ
に
福
あ
り
隊

宝
く
じ
販
売
を
始
め
た

が
、
完
売
し
な
い
時
も
あ

り
、
こ
れ
が
一
苦
労
。
少

し
づ
つ
の
残
り
を
買
い
上

げ
て
頂
く
組
織
と
し
て「
残

り
く
じ
に
福
あ
り
隊
」
と

名
付
け
て

名
で
ス
タ
ー

10

ト
し
、
現
在
８
名
。
こ
れ

も
お
友
達
感
覚
で
お
願
い

し
た
方
々
で
あ
る
。

１
回
だ
け
大
金(

？)

当

選
で
分
配
金
が
出
た
。

ト
ー
タ
ル
で
み
る
と
大

き
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
だ
が
ー
。

日
本
経
済
新
聞
５
月

日
付
最
終
頁
の
文
化
欄
に
、
鈴
木
隆
さ

18

ん
（
小
中
島
）
の
「
『
す
み
凧
』
と
清
正
公
つ
な
く
糸
」
が
掲

載
さ
れ
、
全
国
的
な
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。



地
域
連
携
講
座

東
田
川
文
化
記
念
館
の

「
地
域
連
携
講
座
」、
略
し

て
チ
レ
ン
。
公
益
財
団
法

人
「
藤
島
文
化
ス
ポ
ー
ツ

事
業
団
」
発
足
の
平
成
８

年
か
ら
開
講
し
て

年
目

23

と
な
り
、
あ
と
２
年
で
25

年
、
４
分
の
１
世
紀
に
届

く
。私

は
平
成

年
か
ら
お

10

世
話
に
な
っ
て
い
る
が
、

藤
島
の
貴
重
な
財
産
だ
。

藤
島
の
住
民
の
み
な
ら

ず
広
く
庄
内
の
住
民
に
呼

び
か
け
、
広
範
な
人
々
か

ら
参
加
い
た
だ
き
、
講
師

陣
も
多
彩
で
文
化
的
社
会

的
に
非
常
に
有
益
な
講
座

を
続
け
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
歴
史
や
地

理
、
風
俗
な
ど
を
振
り
返

り
、
或
い
は
希
望
に
燃
え

る
未
来
に
向
か
っ
て
想
像

力
を
膨
ら
ま
せ
る
講
座
を

構
想
し
た
の
は
ど
な
た
だ

ろ
う
か
。

か
つ
て
行
政
と
し
て
の

郡
役
所
が
存
在
し
、
東
田

川
郡
、
西
田
川
郡
、
飽
海

郡
と
庄
内
に
３
つ
が
あ
っ

た
。現

在
も
東
田
川
文
化
記

念
館
と
し
て
い
ろ
ん
な
面

で
現
役
と
し
て
活
用
、
活

躍
し
て
い
る
の
は
、
こ
の

旧
東
田
川
郡
役
所
だ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

藤
島
の
誇
り
あ
る
資
産

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
５
月

日
に
「
平

19

成

年
度
地
域
連
携
講
座
」

30
が
始
ま
っ
た
。

定
員
は

人
だ
が
、
募

60

集
開
始
か
ら
わ
ず
か
２
週

間
で
定
員
に
達
し
た
と
い

う
盛
況
さ
だ
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
庄

内
の
く
ら
し
と
信
仰
」
で

２
ヵ
年
に
わ
た
り
、
庄
内

人
の
心
の
ふ
る
さ
と
に
つ

い
て
学
ぶ
と
し
て
い
る
。

第
１
回
目
の
講
師
は
庄

内
の
碩
学
で
あ
る
春
山
進

せ
き
が
く

氏
（
元
県
立
高
校
校
長
、

元
県
立
博
物
館
館
長
、
庄

内
民
俗
学
会
代
表
監
事
）

だ
。講

義
は
「
庄
内
三
代
祭

り
～
犬
祭
り
（
大
山
）・
山

王
祭
り
（
酒
田
）・
天
神
祭

り
（
鶴
岡
）」
で
、
午
後
か

ら
の
現
地
研
修
は
、
出
羽

田
川
館
跡
と
椙
尾
神
社
で

あ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
激

し
い
雨
降
り
だ
っ
た
。

春
山
先
生
は
「
私
の
精

進
が
悪
か
っ
た
せ
い
か
も
」

と
ぼ
や
い
て
い
た
が
、
人

生
の
巡
り
合
わ
せ
で
、
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
医
師
に
な

っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い

先
生
、
庄
内
人
に
豊
富
な

知
識
を
振
る
舞
っ
て
下
さ

る
貴
重
な
存
在
で
あ
る
と

私
は
信
じ
て
い
る
。

人
の
受
講
者
の
一
人

60
に
堀
健
悦
氏
を
見
つ
け
た
。

講
座
に
初
参
加
で
現
在
、

荘
内
日
報
社
論
説
委
員
で

あ
り
、
元
平
田
農
協
組
合

長
で
あ
る
。

荘
内
日
報
紙
上
に
健
筆

を
振
る
い
、
特
に
農
業
関

係
の
諸
事
情
に
つ
い
て

該
博
な
知
識
が
満
載
の
人

が
い
は
く

で
あ
る
。

名
前
は
音
読

み
で
は
タ
ケ
ヨ

シ
、
訓
読
み
で

は
ケ
ン
エ
ツ
。

私
は
ケ
ン
エ
ツ

よ
り
も
健
筆
（
ケ

ン
ピ
ツ
）
だ
と

評
し
て
お
り
、

半
年
間
、
東
田

川
文
化
記
念
館

で
会
話
を
交
わ

す
こ
と
の
楽
し

み
が
増
え
ま
し

た
。

憲
法
は
、
第
１
条
で
「
天

皇
は
、
日
本
国
の
象
徴
で

あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象

徴
で
あ
り
、
こ
の
地
位
は
、

主
権
の
存
す
る
日
本
国
民

の
総
意
に
基
く
」
と
し
、

第
４
条
で
「
天
皇
は
、
こ

の
憲
法
の
定
め
る
国
事
に

関
す
る
行
為
の
み
を
行
い
、

国
政
に
関
す
る
権
能
を
有

し
な
い
」、
す
な
わ
ち
国
の

政
治
に
関
わ
る
こ
と
は
で

き
ず
、
第
７
条
で
「
天
皇

は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認

に
よ
り
、
国
民
の
た
め
に
、

左
の
国
事
に
関
す
る
行
為

を
行
う
。

一

憲
法
改
正
、
法
律
、

政
令
及
び
条
約
を
公
布
す

る
こ
と
。

二

国
会
を
召
集
す
る

こ
と
。

三

衆
議
院
を
解
散
す

る
こ
と
。

四

国
会
議
員
の
総
選

挙
の
施
行
を
公
示
す
る
こ

と
。五

国
務
大
臣
及
び
法

律
の
定
め
る
そ
の
他
の
官

吏
の
任
免
並
び
に
全
権
委

任
状
及
び
大
使
及
び
公
使

の
信
任
状
を
認
証
す
る
こ

と
。六

大
赦
、
特
赦
、
減

刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及

び
復
権
を
認
証
す
る
こ
と
。

七

栄
典
を
授
与
す
る

こ
と
。

八

批
准
書
及
び
法
律

の
定
め
る
そ
の
他
の
外
交

文
書
を
認
証
す
る
こ
と
。

九

外
国
の
大
使
及
び

公
使
を
接
受
す
る
こ
と
。

十

儀
式
を
行
う
こ
と
」

と
し
、

の
国
事
行
為
の

10

み
を
行
う
。

し
か
し
、
政
府
方
針
は

「
各
式
典
は
憲
法
の
趣
旨

に
沿
い
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
皇
室
の
伝
統
等
を
尊
重

し
た
も
の
と
す
る
」
し
、

旧
憲
法
の
も
と
で
明
治
42

年
制
定
さ
れ
た
が
、
現
憲

法
で
廃
止
さ
れ
た
旧
皇
室

典
範
と
登
極
令(

と
う
き
ょ

く
れ
い
、
天
皇
の
即
位
な

ど
を
定
め
た)

を
踏
襲
し
、

天
皇
主
権
、
政
教
一
致
に

な
っ
て
い
る
。

以
下
、
２
、
３
の
例
を

あ
げ
て
説
明
す
る
。

正
常
な
国
会
を

先
日
、
町
内
会
で
自
主

防
災
会
の
役
員
会
が
あ
っ

た
。
任
期
途
中
で
変
わ
ら

ざ
る
を
得
な
い
役
員
の
交

替
を
確
認
し
、
一
人
で
は

避
難
で
き
な
い
方
へ
の
援

助
と
視
察
や
実
地
訓
練
の

予
定
な
ど
が
協
議
さ
れ
た
。

▲
協
議
の
最
後
・
そ
の
他

で
出
さ
れ
た
の
が
、
自
動

警
報
機
設
置
が
法
律
に
載

っ
て

年
過
ぎ
た
ろ
う
か

10

・
と
。
で
、
機
械
が
作
動

す
る
か
、
し
な
け
れ
ば
電

池
切
れ
か
機
械
が
古
く
な

っ
た
の
か
、
の
確
認
の
「
お

知
ら
せ
を
出
す
よ
う
に
」

と
提
案
が
あ
っ
た
。

▲
俺
達
子
供
の
こ
ろ
、
班

ご
と
に
「
火
の
用
心
」
と
、

拍
子
木
を
鳴
ら
し
て
回
っ

て
い
た
し
、
か
ま
ど
検
査

と
言
っ
て
消
防
団
員
が
台

所
を
視
て
回
っ
て
い
た
も

の
だ
が
、
い
つ
の
間
に
か

ど
っ
ち
も
無
く
な
っ
て
久

し
い
。
こ
れ
が
そ
の
機
械

に
替
わ
っ
て
い
た
の
だ
。

▲
今
日
飲
ん
で
帰
っ
て
も

ヒ
モ
を
引
っ
張
っ
て
み
よ

う
ぜ
・
な
ー
み
ん
な
、
と

い
う
事
に
な
っ
て
、
引
っ

張
っ
て
み
た
。
そ
し
た
ら

「
正
常
で
す
」
と
い
う
で

は
な
い
か
。
危
な
い
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
か

ら
、
そ
の
音
を
聞
い
た
こ

と
が
無
か
っ
た
ん
だ
が
、

正
常
な
ん
だ
と
い
う
。

▲
こ
れ
で
安
心
・
納
得
な

ん
だ
が
、
首
相
か
ら
「
一

点
の
曇
り
も
な
い
」
と
言

わ
れ
る
と
、
こ
れ
は
火
災

報
知
機
の
「
正
常
で
す
」

み
た
い
に
安
心
・
納
得
と

は
い
か
な
い
ん
だ
ゼ
。

▲
国
会
の
論
戦
で
自
民
は
、

砂
糖
醤
油
で
き
な
粉
を
付

け
た
よ
う
な
話
。
公
明
は

大
臣
の
席
を
貰
っ
て
い
る

か
ら
チ
ョ
ト
だ
け
踏
み
込

む
ん
だ
が
、
な
ぜ
モ
リ
カ

ケ
に
時
間
を
使
う
ん
だ
、

と
ヒ
ド
イ
話
に
。
だ
か
ら

こ
こ
に
は
、
時
間
が
ム
ダ

だ
と
言
う
声
が
多
い
。

▲
だ
が
、
言
い
訳
の
効
か

な
い
証
拠
が
出
て
き
た
ゼ
。

参
議
院
の
要
請
な
ん
だ
と

か
。
ど
ん
な
ウ
ソ
を
準
備

し
て
い
る
か
楽
し
み
だ
。

（
石
川
）

現
地
説
明
す
る
春
山
進
氏


